
101 

 

(参考)  IgG4 関連漏斗下垂体炎 (IgG4 関連下垂体炎)  

次のような所見を示す症例においては、IgG4 関連疾患に伴う漏斗下垂体炎を疑う。  

 

1.  IgG4 関連疾患、あるいは多巣性繊維硬化症（Multifocal Fibrosclerosis）を伴い、視床

下部下垂体病変が疑わしい例  

2.  下垂体・下垂体茎の生検で、炎症性偽腫瘍の病理組織像および多くの IgG4 陽性形質

細胞の浸潤を認める例  

 

これまでの報告では、中高年の男性に多く、下垂体前葉機能低下と尿崩症、下垂体・下垂

体茎腫大を認め、ステロイドによく反応する。ステロイド補充前に血清 IgG および IgG4

濃度を測定することが望ましい。また IgG4 関連漏斗下垂体炎の経過中に他臓器の病変が

出現することがあるので注意が必要である。 

 

診断基準案 

１）MRI において下垂体腫大あるいは茎肥厚を認める 

２）下垂体生検組織において IgG4 陽性形質細胞浸潤を認める(注 1） 

３）他臓器病変組織において IgG4 陽性形質細胞浸潤を認める(注 2) 

４）血清 IgG4 濃度の増加を認める(注 3) 

 

確実例：１）、２）または３）、４）のすべてを満たすもの 

(ステロイド投与後では４)を満たさないことがある） 

疑い例：１）、４）を満たすもの 

 

注 1）リンパ球・形質細胞浸潤、IgG4 陽性細胞≧10cells/HPF、IgG4+細胞/IgG+細胞比

＞40%を目安とする。 

注 2） 後腹膜線維症、間質性肺炎、自己免疫性膵炎、涙腺唾液腺炎などの臓器病変が多く

認められる。 

注 3）135mg/dl 以上、補充量のステロイド投与でも低下することがあり投与前に測定す

ることが望ましい。血清 IgE 濃度が増加することがある。 

 

附記：下垂体腺腫, ラトケ嚢胞, 頭蓋咽頭腫, 悪性リンパ腫,多発血管炎性肉芽腫症などで

二次性に IgG4 陽性細胞浸潤が認められることがあり鑑別が必要である。 
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